




FUNDAMENTAL STUDY ON CHARACTERISTICS 




Abstract In this study， the elastic wave田ethodwas applied for estimating the location of 
inclusion such as void and steel plate， as the fundamental investigation to establish a new 
non-destructive testing technique for concrete. In the experiments， plate speci皿ensof 
dimension 30x30xl0c田 wereused. In the analysis， a 2-di田ensionalfinite ele田entmethod曹as
used to solve the equations of elastic waves for concrete plates曹ithinclusion such as void 
and steel plate and the wave propagation analyses and the frequency response analyses were 
carried out. Follo曹ingresults曹ereobtained in this study: 
1) The location of void and steel plate can be most accurately estiI目atedby using a re-
sonance technique among techniques applied in this experiments (resonance technique and 
flection technique). 
2) In the reflection technique， it is necessary to set t曹otransducers to keep the 
angle fro 田 thetop of inclusion at the best reflectionangle， so as to improve the accuracy 
for estimating its location. 
3) The accuracy of location estimation can be raised by combining the result of fre-
quency analysis of measured曹aveform.
4) The inclusion location in concrete can be predicted exactly from the frequency cha-

























































































1t在物 かぷり 反射法(A) 反射法(8) 反射法(C) 共滋法 要因別平均誤差(%)
種類 事{国富 専(J号室F誤(%)差 号室戸 号%) 竜童戸 司幼 常事F司書}差 辺長jlJ か語り 種類別
I~~ 60 îU~ jUi l~UI U:U IUI 持iUI iUt ~UI 20.72 
鉄板 l~~ 9自 JUI iU~ iUI Uf ~;UI 1:11 I!:U 21:U ~U~ 23.13 21.8 
~i 60 IU~ ;i:j 純~UI iUI li iUi IUi !i:|{ 21.5  
平均誤差(%) 26.70 37町50 12.52 10.40 
60 JH~ H;~I ~UI j!:j IU~ UI IUi !ij ~Uf 18.12 
空隊
90 
!Ui fUi 制!tIi UJI !Ui ~U! !1:j tUi 20.25 21.34 
~~ 60 iUi ~U~ liUt iUi ~UI !U~ iUI :Ui IUi 25.64 
平均誤差(百) 29.31 3.92 11. 54 10.20 
















































































θ法 (θ = 1. 4)を使用し、入力単位パルスの稿を
















































































































自 2.1) 40 畠昌 自 重畠
FRE凪占星島隠す(KtIll -F隠風足時号YI附 g)
図-9 腐波数応答
(辺長=5伽盟、かぶり厚さ=3白鴎、間隔=5馳翻)
国-9は、介在物の辺長が50回目、かぶり厚さが30
m田のモデル試験体で、入出力間隔を 50凹(反射法
(A) )とした場合の解析結果を、介在物の種類別に
示したものである。この図によれば、介在物が鉄板
の場合には、反射波の到達時聞から算定した周波数
(約49kHz)とほぼ一致した周波数 (48.6kHz)で
共振周波数が存在しているが、介在物が空隙の場合
には、そのような共振周波数は認められず、更に低
周波数の成分が卓越した周波数特性となっている。
この原因としては、介在物が空隙でかぶり厚さが小
さい場合には、検出結果に及ぼす薄いかぶり部の膜
振動の影響が大きくなり、反射波による応答が抽出
し難くなることが考えられる。
4.結論
本研究では、弾性波法を適用したコンクリートの
非破壊試験方法を確立するための基礎的研究として、
コンクリート内部の弾性波動伝播特性について実験
的および解析的に検討を行った。本研究で得られた
結果を要約すると、およそ次のようにまとめられる。
1 )介在物からの反射波が明確に捉えられている場
合には、共振周波数の出現状況に注目すること
によって、介在物のかぶり厚さをかなりの精度
で推定できる。
2 )コンクリートの内部探査に際して反射法を適用
する場合にも、検出された時系列データの立上
り時刻の読み取り結果と周波数解析結果とを併
用することによって、かぶり厚さの推定精度は
更に向上する。
3 )表面波の影響によって介在物からの反射波の抽
出が密難な場合には、介在物からの反射波と表
面波とが複合された検出波形を内部に介在物を
有さない試験体において検出された波形で差し
引くことによって、表面波の影響を軽減させる
ことカfできる。
4 )介在物が鉄板の場合には、伝播超音波の一部が
鉄板を透過するため、反射波エネルギーが小さ
くなり、介在物のかぶり厚さの推定精度は、介
在物が空隙の場合よりも低下する。
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